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産程各†れ楓機作工 となるもので,その製品の

優劣は一国の文化水準の高低を示すと言っても過言では

ない｡

過去10年における電気,機械,化学,冶金,航空,

原子力などの産 の発展はまことに目覚ましいものがあ

るが,これらにはかならず工作機械の進歩による工作技

術の飛躍的な向上が裏付けとなっていたことは注目すべ

きである｡

さらに最近急激な進展を見せている電子工業およびl]

動制御技術が,工作機械にもつぎつぎと採用されるにお

よび,本来の観念を脱却した新しい形式の工作機械がつ

くり出されるようになってきた｡

一方わが国における工作機械の需給状況をみるに,特

にこの二,三年における好景気により,各産業の設備拡

充あるいほ更新の要求は工作機械工 を強く刺戟し,そ

の全国生産高も通産省その他の統計によれば,昭和30

年以降逐次増加し,昭和32年にほ約4倍に達した｡ま

た外国工作機械の輸入額は,昭和29年を頂′ とし,以

後は国内製品の性能向上,製品分野の開拓,輸入の制限

などにより 31年にほ約1/包に減少し,32年の申請件数

ほさらにその兢となっている｡

しかし 矧最 やや沈滞し,工作機械工業もそ

の影響を避けることほできないが,工作機械の荷びる使

命ほ各種産 合理化にますます重要なものと

なり,特にトランスファーマシン,あるいほ近代化され

た専用機,最新鋭の汎用機などによる設備更新の実効巣

も著しいものがあることが実証され,今後その需要も択

強く拡大されてゆくものと思われる｡

この時に当り｢日立評論｣において｢工作機械特集け｣

を発刊する機会をえたことは,まことに喜ばしい(〕

工作機械を 品機種の一つとして日立製作所が取り入

れたのほ比較的新しいのであるが,発足当略は1万台に
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上る社内設備工作機械の老朽化対策として,修理および

専用粕殊機械の新製を目標とし,優秀外国マザーマシン

の購入と相まって研究を進め,その間日立独自のトラソ

スファーマシソのごとき特色

家庭 気品

りの需要も

の品製るあ 功成に作 し,

の量産化に多大の効果を上げた｡一刀社外よ

々と増大し,生産量も次第に増加した｡こ

れらほすべて日立の 秀な電気技術,工作技術,研究,

材料部門の組合力による成果である｡最近においては切

削のみならず,加工の段取り,加工物の換測などをも日

動的に制御することが要求されるに至り,工作機械分野

にも電気, 子,油圧を縦横に駆使する高度の自動制御

技術の導入が必要とされてきた｡

当日立製作所は多年にわたり電気,および機械工 の

分野において相当な役割を果してきたが,さらに工作機

械の分野にあえて進出するゆえんほ,近来の工作機械の

動向に対 杜がわてし の多方面にわたる 作分野の多年の

経験と,民間企業中でほ比較的強力な研究部門の最新の

成果を結 した総合段術が役に立ち,近い将来にユニー

クな日立独得の工作機穫の発展を期待し得るものと信じ

たがためであり,これによって日本工業界己･こいささかの

頁献がなされるものと考えたからである｡

かつてはわが国の工作機械製作技術ほ欧米に比し著し

く立ちおくれているといわれたが,現

よりそれらに比肩し得る技術的水準に到

な進歩に

するのも遠く

ないものと思うが,まだ構成する材料,精度,耐久力特

に生産コストの画において, 外国に伍して海外市場に

雄飛するにi･ま非常な努力を必要とするであろう｡

したがって工作機械製作に携わる技術者の,今後の不

断の研究練磨によりその品質,性能の向上を計るばかリ

でなく,できるだけ早くわが

開発にまで到り, 国がわてつも

独白の工作機種の創造,

産業の興隆の基 か
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れるとともに,それらの製品がさらに海外~市場に飛躍す

ることを切望するものである｡
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